
船舶事故調査報告書 

令和８年７月２２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 転覆 

発生日時 令和８年１月１１日 １３時００分頃 

発生場所 宮崎県串間市宮之浦漁港東方沖 

 日向宮之浦港沖防波堤北灯台から真方位１２０°５００ｍ付近 

 （概位 北緯３１°２３.７′ 東経１３１°２０.６′） 

事故の概要  プレジャーボートドリームⅡは、航行中、波を受けて転覆した。 

事故調査の経過 令和８年２月１６日、主管調査官（門司事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート ドリームⅡ、総トン数なし（長さ２.８１ｍ） 

 なし、個人所有 

第２９０－６５６２６号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 船長、二級小型 

 負傷者 なし 

 損傷 船外機に濡損 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北、風力 ３、視界 良好 

 事故発生場所の北西方約１４km にある串間地域気象観測所における

１月１１日の風向・風速の観測値は、次のとおりであった。 

時刻 
平均 最大瞬間 

風向 風速（m/s） 風向 風速(m/s） 

07:00 西北西 5.1 北西 11.3 

08:00 西北西 3.1 北西 7.2 

09:00 西北西 5.0 西 11.0 

10:00 西北西 5.5 西北西 10.6 

11:00 西北西 3.9 西北西 10.0 

12:00 西北西 7.2 西北西 16.3 

13:00 西北西 7.3 西北西 15.1 

海象：波高 約１.０ｍ、水温 約２１℃ 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、同乗者１人を乗せ、釣りの目的で

宮之浦漁港を０７時頃に出航した。 

 船長は、出航前に気象予報を確認した際、宮崎県内に強風注意報が

発表されていたが、西寄りの風（陸側から吹く風）が吹く予報であっ

たので、宮之浦漁港南方沖の風の影響を避けることができる海域で釣

りを行おうと思い、本船を出航させることとした。 

船長及び同乗者は、宮之浦漁港の南方沖で釣りをしていたところ、

次第に風が強くなり波も高くなってきたので移動を始め、比較的海面



が穏やかな宮之浦漁港沖防波堤近くで船外機を停止して本船を漂泊さ

せ、釣りを再開した。 

 船長は、本船が沖合に流されて強い北風を受け始めたので、釣りを

やめて帰航することとした。 

 本船は、帰航中、船縁を越える波が船尾部に打ち込み、船尾が水没

するとともに、船外機が海面下に沈み停止した。 

 本船は、１３時００分頃、右舷方から波高約１.０ｍの波を受けて

転覆し、船長及び同乗者は落水した。 

（図１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 事故発生場所概略図 

 

 船長は、泳ぎながら本船を復原させたが、船尾が沈むので、船外機

を取り外して海中に投棄した。 

 船長及び同乗者は水船状態の本船内に戻り、同乗者が１１０番通報

して救助を要請した。 

 船長及び同乗者は、来援した水難救済会の漁船に救助され、宮之浦

漁港に戻った。 

 本船は、その後、行方不明となった。 

 本船は、長さが３ｍ未満のミニボートサイズで折り畳み式であり、

本船の乾舷（海面から舷縁までの高さ）は、船首部が約４０cm、船尾

部が約３０cmであった。 

 本船は、８馬力の船外機を搭載し、船舶検査を受けていた。 

 本船は、定員３人で、航行できる範囲が、沿海区域内の安全に発着

できる任意の地点から５海里以内の水域のうち、当該地点における海

岸から３海里以内の水域及び平水区域であった。 

船長及び同乗者は、救命胴衣を着用していた。 

宮崎県 

宮之浦漁港 

宮之浦漁港沖防波堤 

事故発生場所 

（令和８年１月１１日 

１３時００分頃発生） 

移動前の釣り場 

串間市 



 海上保安庁のウォーターセーフティガイド*1には、次の記載があ

る。 

 ・ミニボートは横波や後方からの波を受けると、転覆や船内への浸

水の危険性があるので注意しましょう。 

 ・ミニボートが安全に航行できる範囲は、乾舷の高さ（水面から船

縁までの高さ）の半分以下である波高２０cm くらいまで、風速で

は４m/s 以下を目安と考えてください。また、海上で風や波が出

てきた場合は、早めに帰航するようにしましょう。 

分析 (1) 船長は、強風注意報の発表状況を認識していたものの、陸側か

ら吹く風であったことから、陸に近いところであれば風や波の影

響は受けにくいと思い、本船を出航させたものと考えられる。 

(2) 本船は、ミニボートサイズであり、２人が乗船していたことか

ら、船体の大きさに比べ風を受ける面積が大きく圧流されやす

く、また、乾舷が小さかったことから、沖合に流されやすく波が

船内に打ち込みやすい状況であったものと考えられる。 

(3) 船長は、風が強くなり、波も高くなってきている状況を認識し

ていたものの、釣りを優先し、帰航する時機を逸したことから、

本船は、帰航中に船尾部に波の打ち込みを受け、船尾及び船外機

が水没して船外機が停止したものと考えられる。 

(4) (1)～(3)から、本船は、船外機が停止後、右舷方から波高約 

１.０ｍの波の打ち込みを受け、転覆したものと考えられる。 

原因 本事故は、風が強くなり波が高くなる状況下、船長が本船を速やか

に帰航させなかったため、本船が帰航中に波の打ち込みを受けて転覆

したものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

 ・ミニボートサイズの小型船舶の船長は、乾舷が低いことを十分認

識し、波の打ち込みのおそれがある場合は出航しないこと。ま

た、航行中に気象・海象が悪化してきた場合は、速やかに最寄り

の港等に避難すること。 

 ・小型船舶の船長は、船舶事故等が発生した場合には、海上保安庁

によって迅速な救助調整が行われるよう１１８番通報すること。 

 

 
*1 海上保安庁「ウォーターセーフティガイド」https://www6.kaiho.mlit.go.jp/watersafety/ 


